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❐一学期後半は臨時休業から❐ 
 

新型コロナの感染拡大を受けて、那覇市内の小中学校は九月五日 

まで臨時休業となりました。そのことが中学校の行事に大きく影響 

し、ほとんどの学校がテスト範囲や日時を変更しました。 

それから、家族や友人が感染し、濃厚接触者として自宅待機となる 

人が増えてきました。そうならないためにも、３密を避け、マスク 

の着用と手指の消毒を徹底し、不要不急の外出を控えましょう。 

休みだからといって、友達どうしで遊び歩くのは言語道断です。 

緊急事態宣言が継続されて、学校が臨時休業になっているのは何故 

なのかを、しっかりと考えて下さい。 

 

 

✍期末テストに向けて✐ 

   

中学校は、九月に入ると、すぐに期末テストがあります。 

これまで学習してきた成果を発揮する大きなチャンスです。 

中間テストで上手くいかなかった人は、前回の反省を生かし、今回 

こそは、良い結果を目指しましょう。分からない所は、先生に質問 

して疑問点を残してはいけません。尚、テスト前の塾の日程は通常 

と違います。日程表をしっかりと確認してください。 

 

☀ 勉強は、やらされるより自分からやると何倍も身につく。☀  



 

☆パラリンピック開幕☆ 
 

去る二十四日、賛否両論の中、東京パラリンピックが開幕しました。 

 開幕する前は、もし選手に新型コロナが感染したら、即命に関わると 

思い、「中止すべきだ。」と、私は考えていました。 

しかし、いざ競技が始まると、選手達のひたむきな姿勢や熱く強い想 

いがテレビの画面越しに伝わってきて、心を奪われてしまいました。 

たとえ目が見えなくても、手足が不自由でも、残っている機能を限界 

まで鍛え、日々努力を重ねて記録を伸ばそうとする姿に感動します。 

ところで、彼らは理解のない健常者から奇異の目で見られたり、差別 

を受けたりすることがよくあるそうです。そんな彼らが、身障者への 

理解を求めることができる一番の場所がパラリンピックなのです。 

だからこそ、インタビューを受けた選手達は、今回パラリンピックが 

開催され、自己表現できたことに感謝の言葉を述べていました。 

残された開催期間はあとわずかですが、是非、競技を観戦して彼らの 

身体能力の素晴らしさを感じて下さい。そして、誰もが身体障害者の 

気持ちに寄り添い、お互いに認め合うことができたらと思います。 

 

 最後に、大会が何事もなく、無事閉会することを祈ります。 

 

 

◇九月予定行事◇ 
 

▽ 第２回県模試   …    4日・5日（又は 11日・12日） 

▽一学期期末テスト （松島中）  … 6日・7日 

（小禄・金城中）… 13日・14日 

（鏡原中）  … 27日・28日 

 


